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1. 小中学校特別教室空調設備整備事業 事業者審査委員会の設置

廿日市市（以下「市」という。）は、小中学校特別教室空調設備整備事業（以下「本事業」と

いう。）を実施するにあたり、専門的見地からの意見を聴取し、本事業を実施する民間事業者

（以下「事業者」という。）を公正かつ適正に選定するため、学識経験者等により構成される小

中学校特別教室空調設備整備事業 事業者審査委員会（以下「委員会」という。）を設置した。

委員会の構成は、次に示すとおりである。

2. 委員会の開催経過

委員会は計4回開催し、市からの諮問事項についての審議等を行った。委員会の審議等の経過

は次に示すとおりである。

委員名 所属・役職等

杉田 洋 広島工業大学環境学部建築デザイン学科教授

石井 憲幸 元廿日市市立小学校長

原田 忠明 副市長

胡 孝行 ※ 経営企画部長

横瀬 文彦 ※ 都市建築担当部長

寺岡 慶治郎 教育部長

※ 令和４年４月１日付人事異動に伴い、金谷善晴委員に代わり胡孝行委員、久保伸治委員に代

わり横瀬文彦委員が就任した。

委員会 開催日 主な案件

第 1回 令和 3年 10 月 14 日

・委員長・副委員長の選出について

・小中学校特別教室空調設備整備事業の概要について

・落札者決定基準について

第 2回 令和 3年 11 月 29 日
・入札説明書・要求水準書について

・落札者決定基準・様式集について

第 3回 令和 4年 4月 8日

・第一次審査の結果について

・提案審査方法について

・提案書概要版について

第 4回 令和 4年 4月 14 日
・加点審査について

・優秀提案者の選定、審査講評について
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3. 審査結果

3.1. 第一次審査

下記の応募グループから入札参加資格確認申請に関する書類の提出があった。

入札参加資格の確認を行った結果、当該応募グループの入札参加資格が認められた。

3.2. 第二次審査

3.2.1. 入札価格の確認

市は、令和4年3月18日に立会人の立会いのもと、当該応募グループの入札価格が予定価格以内

に納まっていることを確認した。

3.2.2. 基礎審査

当該応募グループから提出のあった入札書類及び事業提案書等の内容について、不備や未記入

の書類がなかったこと、要求水準を満たしていることを確認した。

応募グループ構成

グループ名 Aグループ Bグループ

代表企業 ・株式会社 中電工 廿日市営業所 ・山陽空調工業株式会社

構成企業 ・株式会社 エネ･グリーン ・株式会社 綜企画設計 広島支店

構成企業 ・株式会社 中国日立 ・三喜産業株式会社
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3.2.3. 加点審査

審査委員会において、落札者決定基準に基づき、当該応募グループが提出した提案書類につい

て技術評価点を付与した。

加点項目審査の結果は、以下のとおりである。

3.3. 価格点の算出

当該応募グループの入札価格について、予め落札者決定基準に公表された算式により価格点を

算出した。

項目 No. 評価項目 配点

A

グループ

B

グループ

点数 点数

本事業の実施

に関する項目

1 事業実施における体制及びリスクへの対応 15 点 9.00 点 9.00 点

2 事業実施における地域貢献 40 点 35.00 点 40.00 点

空調設備の

整備に

関する項目

3 設計及び施工業務の実施体制及びスケジュールの妥当性 20 点 4.00 点 12.00 点

4 空調設備の特徴及びフレキシビリティへの配慮 20 点 12.00 点 12.00 点

5 整備に向けた安全確保及び学校現場に配慮した設置 20 点 12.00 点 12.00 点

空調設備の

維持管理に

関する項目

6 維持管理業務の実施方針・実施体制・スケジュールの妥当性 8点 8.00 点 8.00 点

7 モニタリングの有効性 12 点 7.20 点 7.20 点

8 維持管理の効率性及び有効性 20 点 4.00 点 12.00 点

9 事業期間終了時の空調設備の性能確保のための配慮 15 点 9.00 点 9.00 点

ライフサイクル

コスト等に関す

る項目

10 ライフサイクルコスト等への配慮 30 点 25.96 点 24.67 点

技術評価点 合計 200 点
126.16

点

145.87

点

Aグループ Bグループ

入札価格 543,008,950 円 543,056,800 円

価格点 100.00 点 99.99 点
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3.4. 総合評価

選定委員会は、次表のとおり総合評価点を算定し、Bグループを優秀提案者として選定した。

Aグループ Bグループ（優秀提案者）

技術評価点 合計 126.16 点 145.87 点

価格点 100.00 点 99.99 点

総合評価点 226.16 点 245.86 点
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4. 審査講評

4.1. 本事業の実施に関する提案

ž 24 時間体制の保守管理部署を有する代表企業、実績豊富かつ廿日市市内に本社を有す構

成企業並びに地元協力企業で構成されたグループである点が評価できる。

ž 市内協力企業と施工ノウハウの共有を図りながら事業を遂行し、将来的な維持管理業務

を市内企業で完結することが可能な、体制づくりが行われる点が評価できる。

4.2. 空調設備の整備に関する提案

ž 夏休み期間中に室内機の吊り込みを終わらせることが可能なスケジュールとなっており、

昨今のコロナ禍へ配慮した３密の回避、学校現場への配慮及び児童生徒への安全確保に

配慮している点が評価できる。

ž 地域ふれあい担当者を設置して、対象校や地域の要望、万が一の苦情等への対応者を明

確にし、より良い事業実施環境の実現、工事進捗の遅延を回避する点が評価できる。

4.3. 空調設備の維持管理に関する提案

ž 緊急連絡網として、代表企業の 24 時間 365 日の維持管理受付体制を構築し運用している

点が評価できる。

ž 遠隔監視システム、新たに導入する予兆診断データ及び各機器の修理履歴等の活用によ

り、点検項目や要注意機器の明確化を行う点に加え、簡易的なアンケート調査を実施し、

利用者の声を維持管理業務に活用する点が評価できる。

4.4. ライフサイクルコスト等に関する提案

ž 遠隔監視システムのデータやエネルギー使用量を分析し、最も効率の良い設定温度や運

転時間を提案する点が評価できる。



- 6 -

5. 総評

本事業に参加した応募者は 2グループであり、各応募者とも事前に定められた予定価格以内

の提案がなされ、かつ要求水準書を踏まえた創意工夫が随所に見られる優れた提案内容であっ

た。本事業に対する提案の作成に取り組まれた応募者の熱意と誠実な姿勢を、高く評価すると

ともに深く感謝申し上げたい。

最後に、優秀提案者として選定された事業者は、提案して頂いた内容を遵守して頂くととも

に、市及び学校と十分な協議を行い、本事業が順調に実施され、市の学校教育の充実に寄与す

ることを願う。

小中学校特別教室空調設備整備事業 事業者審査委員会

委 員 長 杉 田 洋


